


























Study of Children's Self-Directed Expression 
Forming Factor through "Piano Play" 
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2000年 3月～2013年 12月である。 
 Ｙ家をフィールドとして、家庭観察記録を取る。2000年は 3回行い、その後 2006年 7月からは 20
回、2007年は 28回、2008年は 42回、2009年は 26回、2010年は 10回、2011年は 9回行い、4月 27
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表 3 カンファレンス期日と参加者 
実施期日 参加者 実施期日 参加者 
2015 年 9月 16 日 Ａ 2016 年 1月 20 日 Ｆ 
2015 年 9月 25 日 Ａ 2016 年 1月 22 日 Ｇ 
2015 年 9月 29 日 Ａ・Ｂ 2016 年 4月 21 日 Ａ 
2015 年 10月 1 日 Ｂ 2016 年 4月 28 日 Ａ 
2015 年 10月 5 日 Ａ 2016 年 5月 10 日 Ａ、Ｃ３ 
2015 年 10月 7 日 Ｂ 2016 年 5月 14 日 Ａ、Ｃ１、Ｃ３、 
2015 年 10月 8 日 Ｂ 2016 年 5月 24 日 Ａ、Ｃ３ 
2015 年 10月 10 日 Ａ 2016 年 6月 4 日 Ａ、Ｂ、Ｃ１、Ｃ２ 
2015 年 10月 10 日 Ｂ 2016 年 6月 9 日 Ａ、Ｃ３ 
2015 年 10月 14 日 Ａ 2016 年 6月 17 日 Ａ、Ｃ３ 
2015 年 10月 16 日 Ａ 2016 年 6月 19 日 Ａ、Ｃ３ 
2015 年 10月 19 日 Ａ 2016 年 6月 22 日 Ａ、Ｃ３ 
2015 年 10月 22 日 Ａ 2016 年 7月 7 日 Ａ、Ｃ３ 
2015 年 10月 26 日 Ａ 2016 年 7月 14 日 Ａ、Ｃ３ 
2015 年 10月 27 日 Ａ・Ｂ 2016 年 7月 23 日 Ａ、Ｂ、Ｃ１、Ｃ２ 
2015 年 11月 2 日 Ａ 2016 年 8月 2 日 Ａ 
2015 年 11月 12 日 Ｆ 2016 年 8月 24 日 Ｈ 
2015 年 11月 24 日 Ｂ 2016 年 8月 25 日 Ｉ 
2015 年 12月 8 日 Ｂ 2016 年 8月 30 日 Ｊ 













ある。1997年 6月にＡ子が誕生し、2000年 1月にＢ男が誕生する。2000年 3月にＡ子が筆者のピアノ
教室に入門した時点の家族構成は、父母、第 1 子Ａ子、第 2 子Ｂ男の 4 人である。その後、2002 年 3
月にＣ子が誕生し、2004年 10月にＤ男が誕生して 6人家族となる。Ｂ男のピアノ教室への入門は、Ａ
子の入門から 3年 5ヶ月後の 2003年 8月、Ｂ男が 3歳 7ヶ月の時である。Ｂ男がピアノを習いたいと
自分の意思で父母に申し出たことでレッスンが開始された。続いて、Ｃ子は 2006 年 1 月に 3 歳 10 カ




 住居は、1999年 6月に母が高齢者住宅の生活協力員の仕事に就いたことで、筆者宅から徒歩 15分程
の高齢者住宅内の 2DK の管理人室に転居し、ピアノ教室の存在を知った。それ以前は同じ区内の 3 駅
隣のマンションに、Ａ子と父母の 3 人で居住していた。住居である管理人室と入居者に対忚をする管
理室とは鉄製のドアで仕切られている。11年間住んでいた管理人室は、2010年 8月に母の転職に伴い
転居することになり、3 階建て 5LDK の借家に移り、さらに 3 年後の 2013 年 8 月には現在居住する 3
階建て 3LDKの一戸建てに入居した。 






                                                     
66 グランド・ピアノに対する縦型のピアノ。1789 年、アイルランド人のサウスウェルによって考案され、






















                                                     
67 増井三夫他、前掲書、2006 年、463-480 頁。 









72Ａ子はレッスンには常に機嫌よく通って来る。レッスン開始から 1 年 1 ヶ月（3歳 9 ヶ月）が経過し、レ











































































































































② 2006年 7月～2007年 10月 
 
 










































































③ 2007年 11月～2008年 2月 19日 （電子ピアノを台所に移動する） 
 
 
    



















































































































































⑤ 2008年 10月 9日～2009年 12月 （アップライトピアノと電子ピアノの 2台を設置） 
 
 












































































⑥ 2010年 1月～8月  （電子ピアノを和室に移動し、男の子部屋と女の子部屋に分ける） 
 
 
























































































⑦ 2010年 8月～2013年 8月 
     





































































⑧ 2013年 8月に転居した新居の見取り図   
 






















































































































                                                     
73 増井三夫 前掲書、2008 年、11-23 頁。 



















事例１  場面１ 












対象児 Ｂ男 Ａ子 
年齢 0 歳 9 ヶ月 3 歳 4 ヶ月 











































事例１  場面２ 
















































































































２  事例２  2000年 11月 20日  
対象児 Ｂ男 Ａ子 
年齢 0 歳 9 ヶ月 3 歳 5 ヶ月 
学年 未就園 保育園年尐 
 



































事例２  場面３ 























































特性 バリエーション ローデータ（下線部分） 










































































３  事例３  2006年 8月 4日   （P.31 図２ 住居見取り図を参照） 
対象児 Ｂ男 Ａ子 Ｃ子 Ｄ男 
年齢 6 歳 6 ヶ月 9 歳１ヶ月 4 歳 4 ヶ月 1 歳 9 ヶ月 




























































                                                     
76 ト音譜表の下にへ音譜表を置き、両方を縦線と大かっこで結んだ譜表をいう。ピアノ、オルガン、ハープ










































４  事例４  2006年 9月 6日  
対象児 Ｂ男 Ａ子 
年齢 6 歳 7 ヶ月 9 歳 2 ヶ月 








































































































































対象児 Ｂ男 Ａ子 Ｃ子 
年齢 7 歳 4 ヶ月 10 歳 5 歳 3 ヶ月 





























                                                     

































 場面 7 におけるＢ男の特性は、＜技術的忚援を求める＞＜ピアノを占有したい気持ちを表わす＞＜
互いの弾きたい気持ちを受容＞である。 
 















































６  事例６  2007年 8月 29日   
対象児 Ｂ男 Ａ子 Ｄ男 
年齢 7 歳 6 ヶ月 10 歳 2 ヶ月 2 歳 10 ヶ月 












事例６  場面８ 

































 場面 8 のＢ男の特性は、＜Ｂ男の熱心さがＡ子の反発を買う＞である。親のかかわりは、＜危険に
的確な注意＞である。 
 



















事例６  場面９ 
 Ｂ男は暗いままの部屋の中で、バッハの『メヌエット』を弾き続けている。 
 






























































７  事例７  2007年 9月 25日  
対象児 Ｂ男 Ａ子 Ｃ子 
年齢 7 歳 7 ヶ月 10 歳 3 ヶ月 5 歳 6 ヶ月 







































事例７  場面１０ 































































８  事例８  2007年 12月 19日   （P.32 図３ 住居見取り図を参照）   
対象児 Ｂ男 Ａ子 
年齢 7 歳 10 ヶ月 10 歳 6 ヶ月 








事例８  場面１１  





















































９  事例９  2008年 2月 13日  
対象児 Ｂ男 Ａ子 Ｃ子 Ｄ男 
年齢 8 歳 10 歳 8 ヶ月 5 歳 11 ヶ月 3 歳 4 ヶ月 
学年 小学 2 年生 小学 4 年生 幼稚園年長 未就園 
 
Ｙ家の子どもの中ではＢ男だけがピアノ検定試験を受けたいと自ら申し出て 1 月 20日に受検した。
その結果、納得の演奏が出来て合格することができた。Ｂ男はその数日後のレッスンの時に、レッス





















































事例９  場面１２ 








                                                     




































































































ちゃった、もう全然記憶にない。読めない、分かんない」と言ってたどたどしく弾くと「1 個 1 個読めば








                                                     
87 『ブルグミュラー 25 の練習曲』、ヨハン･フリートリヒ･フランツ・ブルグミュラー（1806～1874）に
より作曲され、初歩の子ども向き曲集として 25 の小品が収められている。音楽の表現法と技術の習得、音
楽性を養うためによく使用される。 
























































































































































１０  事例１０  2008年 2月 20日  （P.33 図 4 住居見取り図を参照 電子ピアノは洋室
に移動） 
対象児 Ｂ男 Ａ子 Ｄ男 
年齢 8 歳 10 歳 8 ヶ月 3 歳 4 ヶ月 











事例１０  場面１４ 







                                                     
89 『バスティン ピアノ ベーシックス レベル２』東音企画、1989 年、50 頁。 
























                                                     
91 同書、52－53 頁。 

















１１  事例１１  2008年 2月 24日    
対象児 Ｂ男 Ａ子 Ｃ子 Ｄ男 
年齢 8 歳 10 歳 8 ヶ月 5 歳 11 ヶ月 3 歳 4 ヶ月 













                                                     
92 ドビュッシー作曲、ベルガマスク組曲の第３曲。この事例で弾いている『月の光』は、原曲ではなく全音
楽譜出版社『ピアノ名曲選集・中巻』に掲載されている移調した曲である。 









































                                                     














































































                                                     






























































・Ｂ男は夢中になって音符を 1 つ 1 つ読みながら弾いて 





















































１２  事例１２  2008年 2月 27日 
対象児 Ｂ男 Ａ子 Ｃ子 
年齢 8 歳 10 歳 8 ヶ月 5 歳 11 ヶ月 







































事例１２  場面１７ 





































































特性 バリエーション ローデータ（下線部分） 
37.難曲を弾ける









































































１３  事例１３  2008年 4月 9日 
対象児 Ｂ男 Ａ子 Ｃ子 
年齢 8 歳 2 ヶ月 10 歳 9 ヶ月 6 歳 1 ヶ月 
学年 小学 3 年生 小学 5 年生 小学 1 年生 
 
新年度になり、それぞれが進級し、Ｂ男は 3 年生になった。この頃のＢ男は「ピアノ遊び」を精力





事例１３  場面１８ 














                                                     









































１４  事例１４  2008年 5月 21日 
対象児 Ｂ男 Ａ子 
年齢 8 歳 3 ヶ月 10 歳 11 ヶ月 






































事例１４  場面１９ 















 場面 19におけるＢ男の特性は、＜互いの思いを理解し共有＞である。 
 
                                                     
96『連弾と 2 台ピアノ 発表会で弾きたい定番曲』シンコーミュージック・エンタテイメント、2009 年、23-25
頁。 
特性 バリエーション ローデータ（下線部分） 





１５  事例１５  2008年 6月 26日 
対象児 Ｂ男 Ａ子 
年齢 8 歳 4 ヶ月 11 歳 









事例１５  場面２０ 







                                                     
























































































１６  事例１６  2008年 11月 19日   （P.34 図 5 住居見取り図を参照） 
対象児 Ｂ男 Ａ子 Ｃ子 Ｄ男 
年齢 8 歳 9 ヶ月 11 歳 5 ヶ月 6 歳 8 ヶ月 4 歳 1 ヶ月 
学年 小学 3 年生 小学 5 年生 小学 1 年生 保育園年尐 
 























































事例１６  場面２１ 




                                                     





























                                                     
99『ブルグミュラー 25 の練習曲』15 番、全音楽譜出版社、30-31 頁。 



















































１７  事例１７  2009年 3月 4日 
対象児 Ｂ男 Ａ子 Ｃ子 Ｄ男 
年齢 9 歳 1 ヶ月 11 歳 8 ヶ月 6 歳 11 ヶ月 4 歳 4 ヶ月 






























事例１７  場面２２ 

























                                                     













































１８  事例１８  2010年 1月 27日  （P.35 図６ 住居見取り図を参照） 
対象児 Ｂ男 Ａ子 Ｃ子 Ｄ男 
年齢 9 歳 11 ヶ月 12 歳 7 ヶ月 7 歳 10 ヶ月 5 歳 3 ヶ月 























                                                     
102 映画「アラジン」の挿入歌。前掲曲集、2009 年、58-62 頁。 
106 
 
事例１８  場面２３   










































































































































１９  事例１９  2013年 12月 4日  （P.37 図８ 住居見取り図を参照） 
対象児 Ｂ男 Ａ子 Ｃ子 Ｄ男 
年齢 13 歳 10 ヶ月 16 歳 5 ヶ月 11 歳 8 ヶ月 9 歳 1 ヶ月 
学年 中学 2 年生 高校 1 年生 小学 6 年生 小学 3 年生 
 
Ｙ家の 2010年 1月の事例 18以降から 2011年 4月までの期間における家庭観察では、Ｂ男の「ピア
ノ遊び」の新しい特性は抽出されておらず、2011 年 4 月で一旦終了している。また、本事例までにＹ
家は 2 度転居している。1 度目は 2010 年 8月に母の転職により高齢者住宅の管理人室から借家に転居
し（P.36 の図７住居見取り図を参照）、2 度目は 2013 年 8 月に現在の 3 階建ての 3LDK の一戸建て住
宅へ転居した。 


























事例１９  場面２５ 
１９－２５ 状況定義：Ｂ男がＡ子とピアノの連弾を通して理解しあう場面  
（19：45）先に食事が終わったＢ男は、来年の発表会で父と弾く連弾用の『パヒュームメドレー103』を 2














































                                                     





















                                                     
106 旋律あるいは走句の一区切りのこと。 




























































































































































37.難曲を弾ける喜び (12-17)  
53.実力より高い曲に取り組む充実感(18-24) 



















































































































































                                                     
109 一般に 1 台の鍵盤楽器（おもにピアノ）を 2 人で奏することを連弾と呼ぶ。4 手連弾あるいは卖に 4 手
ともいうが、例外的には 3 手（2 人）、6 手（3 人）等の連弾もある。『音楽大事典 5』平凡社、1988 年（第
8 刷）、2797 頁。 
110 全体、集合、統一、調和などの意味から、複数名による演奏の意味にも用いる。比較的小規模な重奏や





































































































































































































































































３ カテゴリーⅢ 【憧れを抱いて努力する充実感】 
 



















































４ カテゴリー Ⅳ【共に歌い弾く楽しさを享受】  
 





























































































６ 「ピアノ遊び」の 3つの段階 













































































































































































































































































































































表 4 カンファレンス実施状況 
仮名 実施年月日 時間 場所 属性 
Ｆさん 2016年 1月 20日 13：30～14：30 対象者宅 ピアノ指導者・ピアニスト・60 代 
（ドイツ留学経験） 
Ｇさん 2016年１月22日 14：30～15：30 対象者宅 ピアノ指導者・ピアニスト・60 代 
（フランス留学経験） 
Ｈさん 2016年 8月 24日 11：30～12：30 筆者宅 ピアノ指導者・ピアニスト・保護者・50 代 
（ドイツ留学経験） 
Ｉさん 2016年 8月 25日 14：30～16：30 筆者宅 音楽指導者・声楽家・心理カウンセラー・ 
保護者・50 代 （ドイツ留学経験） 






























































































































































                                                     






























































                                                     

























































































































































































































































てくれて始めたんだけど、小学校に入って 1年生になった 9 月までの 8 ヶ月間、町の先生についてたん
だけど、私の譜読みが早かったんですよね。上手いっていうんじゃないんだけど、譜読みがあまりにも


























































































































































































 第 3 に、「ピアノ遊び」を通した主体的な表現形成過程の特質である 5 つのカテゴリーと、〖ある
がままの自分を表現する喜び〗というコアカテゴリーとが関連し合いながら、主体的な表現形成過程
の 3 つの段階である導入期・展開期・達成期を経て、「ピアノ遊び」の 5 つのカテゴリーが発展して
いくことを明らかにできたことである。 
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№ 年 月 日 時間 事例 場面 在宅者 「ピアノ遊び」行動者 備考
1 2000 11 14 16:36～ 事例１ 場面１・場面２ Ｂ・Ａ・母 Ｂ・Ａ・母 住居見取り図①
2 20 16:46～ 事例２ 場面３・場面４ Ｂ・Ａ・母 Ｂ・Ａ・母
3 27 17:33～ Ｂ・Ａ・母 Ｂ・Ａ・母
4 2006 7 31 13:00～ Ｄ・母 なし 住居見取り図②
5 8 1 13:52～ Ｄ・母 なし
6 4 13:00～ 事例３ 場面５ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｄ  母にインタビュー
7 7 14:28～ Ｄ・母 Ｄ
8 9 14:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｃ・Ｄ
9 10 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ
10 18 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｃ
11 26 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
12 28 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
13 29 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ
14 9 6 17:00～ 事例４ 場面６ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ 母の撮影
15 11 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｃ
16 18 20:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母・父 Ａ 母の撮影
17 10 1 17:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ 母の撮影
18 18 17:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
19 11 15 17:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
20 29 17:00～ Ｂ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ
21 12 8 14:59～ Ｂ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ
22 20 14:30～ Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
23 27 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
24 2007 2 27 17:19～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ
25 3 13 17:06～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ｄ
26 22 16:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ｃ
27 29 17:40～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｂ・Ｃ
28 4 4 17:09～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ
29 10 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ
30 6 20 14:42～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ｃ・Ｄ
31 27 15:51～ 事例５ 場面７ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ
32 7 4 17:12～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
33 18 20:09～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
34 8 1 16:07～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
35 9 16:25～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
36 17 14:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
37 29 16:44～ 事例６ 場面８・場面９ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ
38 9 5 17:28～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ なし
39 12 16:17～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ













41 25 17:00～ 事例７ 場面１０ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ
42 10 3 17:27～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ
43 10 15:53～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｃ
44 17 16:16～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ
45 23 15:21～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ
46 31 16:38～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
47 11 8 16:43～ Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｃ・Ｄ 住居見取り図③
48 15 16:28～ Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｃ
49 28 17:25～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ
50 12 5 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ
51 19 16:18～ 事例８ 場面１１ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｄ
52 2008 1 9 16:45～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
53 16 16:15～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｃ
54 23 17:14～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
55 30 16:20～ Ｂ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ｃ
56 2 6 17:12～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ
57 13 16:45～ 事例９ 場面１２・場面１３ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ
58 20 17:05～ 事例１０ 場面１４ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ 住居見取り図④　             
59 24 9:52～ 事例１１ 場面１５・場面１６ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母・父 Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・父 母の撮影
60 27 16:28～ 事例１２ 場面１７ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ
61 3 1 17:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ｃ 母の撮影
62 5 17:26～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｄ 母の撮影
63 12 15:01～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母
64 19 17:20～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
65 30 10:04～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母・父 Ｂ・Ａ・Ｃ・父 母の撮影
66 4 1 12:41～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ 母の撮影
67 9 17:09～ 事例１３ 場面１８ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ・母
68 16 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
69 23 17:09～ Ｂ・Ａ・Ｃ Ｂ
70 5 21 17:10～ 事例１４ 場面１９ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ
71 6 11 15:13～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母
72 18 17:15～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
73 26 20:29～ 事例１５ 場面２０ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母・父 Ｂ・Ａ・Ｄ 遅い時間帯の観察
74 7 2 17:17～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ
75 9 17:25～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｃ
76 16 17:15～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ




78 8 8 16:10～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
79 20 16:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
80 9 3 16:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
81 17 17:45～ Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｃ・Ｄ
82 24 16:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
83 10 1 17:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
84 8 17:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ
85 9 13:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ 住居見取り図⑤　アップライトピアノを預かり、ピ
アノが２台になる。
86 15 17:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｃ・Ｄ
87 23 19:40～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｃ・Ｄ・母
88 30 17:30～ Ｂ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ｃ
89 11 6 17:31～ Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｄ・母






91 26 17:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ
92 12 10 16:40～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
93 29 15:00～ Ｄ・母 なし 母にインタビュー
94 2009 1 6 17:19～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
95 8 17:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
96 21 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ
97 22 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ｃ・Ｄ・母
98 29 17:33～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｄ・母
99 2 4 17:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｂ
100 18 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ
101 25 17:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
102 3 4 17:00～ 事例１７ 場面２２ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ
103 11 17:15～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ
104 25 17:15～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ
105 4 9 17:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｄ
106 5 14 17:40～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
107 6 17 16:40～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
108 7 15 17:20～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｃ
109 8 3 17:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母・父 Ｂ・Ａ・Ｃ
110 11 17:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
111 30 15:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ｄ
112 9 4 19:25～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし ピアノ調律師の作業
113 30 17:20～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
114 10 14 17:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ
115 11 18 18:40～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
116 12 2 17:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
117 9 17:27～ Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ
118 16 17:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ
119 24 18:40～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母・父 Ａ
120 2010 1 6 17:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ 住居見取り図⑥男の子部屋・女の子部屋
121 27 17:30～ 事例１８ 場面２３・場面２４ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ
122 8 12 17:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ
123 19 17:40～ Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ａ・Ｄ・母
124 25 16:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ｃ・Ｄ・母
125 31 16:50～ Ｂ・Ｃ・Ｄ なし 住居見取り図⑦･転居
126 9 23 16:50～ Ｂ・Ｃ・Ｄ・母・父 なし 父母インタビュー
127 10 20 17:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 Ｂ・Ａ
128 11 10 17:05～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
129 24 20:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ Ｂ・Ａ
130 2011 1 26 19:30～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・父 なし
131 2 9 17:00～ Ｂ・Ｄ・母 Ｂ
132 16 17:50～ Ｂ・Ｃ・Ｄ・母 なし
133 23 17:10～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ･母･祖父 Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ 母方の祖父
134 3 2 17:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
135 30 17:10～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
136 4 6 17:00～ Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
137 20 18:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母 なし
138 27 19:00～ Ｂ・Ａ・Ｃ・Ｄ・母･父・祖母 Ｂ 母方の祖母
139 2013 12 4 19:00～ 事例１９ 場面２５ Ｂ・Ａ・Ｄ・母・父 Ｂ・Ａ 住居見取り図⑧・転居
「ピアノ遊び」のカテゴリーⅠ【ピアノで遊び、表現する意欲】 

























































































































  繰り返し弾き始め 




























 「ピアノ遊び」のカテゴリーⅡ 【ピアノ技術の競合】 
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